
居住誘導区域除外検討資料 
 都市計画図重ね 土地利用現況図重ね 上位計画・現況・方向性等 

居住誘導区域除外１ 

（三ケ島工業団地周辺） 

約28.6ha 

【除外理由】 

○工業地域 

   

【都市計画（手続き中）】 
○市街化区域 
○工業地域 
【土地利用状況】 
○工場・倉庫、農地、住宅等 
【除外理由】 
○産業系土地利用のため 

居住誘導区域除外２ 

（小手指駅周辺） 

約10.0ha 

【除外理由】 

○準工業地域 

   

【都市計画】 
○市街化区域 
○準工業地域 
【土地利用状況】 
○工場 
〇商業施設（工場跡地） 
○西武鉄道小手指車輌基地 
【除外理由】 
○準工業地域の一部（国道 463 号北側
の約 6ha）は、工業関連企業所有地（現
況は商業施設）であり、引き続き非住
居系の土地利用がなされる可能性が
高いため。（区域の設定上、一部の住
宅が含まれる） 

○鉄道用地（約 4ha）は引き続き車輛基
地として土地利用されるため。 

居住誘導区域除外３ 

（東所沢駅周辺） 

約19.5ha 

【除外理由】 

○工業専用地域 

○準工業地域 等 

 

  【都市計画】 
○市街化区域 
○第一種中高層住居専用地域・準工業
地域・工業専用地域 

○近隣公園 
【土地利用状況】 
○公園 
○工場用地、複合施設、し尿処理場、商
業施設（工場跡地）ほか 

○ＪＲ東日本東所沢車輌基地 
【除外理由】 
○ところざわサクラタウン周辺（約

11ha）は工業専用地域のほか、サクラ
タウンと公園の一体的な利用、環境
関連施設、工業関連企業所有地であ
り、引き続き非住居系の土地利用が
なされる可能性が高いため。 

○鉄道用地（約 8.5ha）は引き続き車輛
基地として土地利用されるため。 

資料５ 



居住誘導区域除外４ 

（若狭地内） 

約6.0ha 

【除外理由】 

○準工業地域 

   

【都市計画】 
○市街化区域 
○準工業地域 
【土地利用状況】 
○工場・倉庫 
○商業施設（工場跡地） 
【除外理由】 
○工業関連企業所有地であり、引き続
き非住居系の土地利用がなされる可
能性が高いため。 

居住誘導区域除外５ 

（愛宕山周辺） 

約5.0ha 

【除外理由】 

○準工業地域 

   

【都市計画】 
○市街化区域 
○準工業地域 
【土地利用状況】 
○工場、倉庫、商業施設（工場跡地）等 
【居住誘導区域から除外する理由】 
○多くの土地が工業関連企業所有地で
あり、引き続き非住居系の土地利用
がなされる可能性が高いため。（区域
の設定上、一部の住宅が含まれる） 

居住誘導区域除外６ 

（小手指台） 

約5.0ha 

【除外理由】 

○準工業地域 

   

【都市計画】 
○市街化区域 
○準工業地域 
【土地利用状況】 
○工場、住宅等 
【除外理由】 
○区域の大半が工業系用地であり、引
き続き非住居系の土地利用がされる
可能性が高いため。（区域の設定上、
一部の住宅が含まれる） 



居住誘導区域除外７ 

（航空公園駅周辺） 

約103.6ha 

【除外理由】 

○準工業地域 

○都市計画公園 

○公共施設 

○国所管施設 

 

  
【都市計画】 
○市街化区域 
○第一種住居地域・第二種住居地域・第
二種中高層住居専用地域・準工業地
域・第一種低層住居専用地域 

○広域公園 
【土地利用状況】 
○市総合体育館・グラウンド、学校 
○環境省研修施設、東京電力所有地 
○公園、国交省航空管制施設 
○市浄水場 
○卸売団地 
〇国立障害者リハビリテーションセン
ター秩父学園等 

【除外理由】 
○総合体育館・グラウンド周辺（約

15.5ha）及び広域避難場所である所
沢航空記念公園（約 50.1ha）は、レ
クリエーションや交流の場、災害時
においてはヘリコプター発着が可能
であるなど、避難の場として活用す
ることが想定されるため。 

○国施設、市浄水場及び卸売団地など
は（約 38ha）引き続き非住居系の土
地利用がなされる可能性が高いた
め。（区域の設定上、一部の住宅が含
まれる） 

居住誘導区域除外８ 

（北秋津周辺１） 

約3.5ha 

【除外理由】 

○緑地 

   

【都市計画】 
○市街化区域 
○第一種低層住居専用地域・第一種住
居地域 

○北秋津・上安松土地区画整理事業 
○都市緑地 
【土地利用状況】 
○山林 
【除外理由】 
○都市緑地として都市計画決定をして
おり、今後も緑地として保存される
ため。 

 



居住誘導区域除外９ 

（椿峰） 

約2.1ha 

【除外理由】 

○公園・緑地 

  

【都市計画】 
○市街化区域 
○第二種中高層住居専用地域 
○近隣公園 
○都市緑地 
【土地利用状況】 
○公園・緑地 
【除外理由】 
○公園及び緑地を都市計画決定してお
り、地区計画においても地区の象徴
として緑地の保存を位置付けている
ため。 

居住誘導区域除外10 

（松が丘周辺） 

約16.0ha 

【除外理由】 

○緑地 

  

【都市計画】 
○市街化区域 
○第一種低層住居専用地域 
【土地利用状況】 
○山林 
【除外理由】 
○土地の多くを市が所有しており、一
部に民地も存在するが、市が借地等
をしていることから、今後も緑地と
して保存されるため。 

 

居住誘導区域除外11 

（北秋津周辺２） 

約3.5ha 

【除外理由】 

○公共用地 

○寺院 

○墓地 

   

【都市計画】 
○市街化区域 
○第一種住居地域 
【土地利用状況】 
○市下水道管理事務所、寺院及び墓地
等 

【除外理由】 
○土地利用の現況から引き続き区域の
大半を非住居系の土地利用が広くな
される可能性が高いため。（区域の設
定上、一部の住宅が含まれる） 



居住誘導区域除外12 

（中富南） 

約16.0ha 

【除外理由】 

○学校跡地 

  

【都市計画】 
○市街化区域 
○第一種中高層住居専用地域 
【土地利用状況】 
○日本大学藝術学部所沢校舎跡地 
（建築物等は残っている） 

〇公園 
〇調整地 
【除外理由】 
○大規模な土地で跡地利用が未定であ
ること、また、中富南部土地区画整理
事業を施行するにあたり、学園住区
を目的としており、当初の経緯から
土地利用については十分に配慮する
ことが求められることから、現時点
では除外することが適当であると判
断したため。 

居住誘導区域除外13 

（上山口周辺） 

約1.5ha 

【除外理由】 

○土砂災害特別警戒区域 

  

【都市計画】 
○市街化区域 
○第一種低層住居専用地域 
【土地利用状況】 
○急勾配に宅地が立地 
【除外理由】 
○土砂災害特別警戒区域に指定されて
いるため。 

居住誘導区域除外14 

（椿峰） 

約1.8ha 

【除外理由】 

○土砂災害特別警戒区域 

  

【都市計画】 
○市街化区域 
○第一種中高層住居専用地域・第一種
低層住居専用地域 

【土地利用状況】 
○緑地及び山林 
【除外理由】 
○土砂災害特別警戒区域に指定されて
いるため。 

 



居住誘導区域除外15 

（下安松周辺１） 

約0.3ha 

【除外理由】 

○土砂災害特別警戒区域 

  

【都市計画】 
○市街化区域 
○第一種住居地域・第一種低層住居専
用地域 

【土地利用状況】 
○雑種地及び宅地が立地（急勾配） 
【除外理由】 
○土砂災害特別警戒区域に指定されて
いるため。 

居住誘導区域除外16 

（下安松周辺２） 

約5.3ha 

【除外理由】 

○土砂災害特別警戒区域 

  

【都市計画】 
○市街化区域 
○第一種低層住居専用地域 
【土地利用状況】 
○農地・山林（急勾配） 
【除外理由】 
○土砂災害特別警戒区域に指定されて
いるため。 

 
このほか、生産緑地（特定生産緑地）は図示しないが、居住誘導区域から除外する。 


